
永
瀬
さ
ん
平
和
基
金
か
ら

　
　
看
護
学
生
ら
1
4
入
に
奨
学
金

　
タ
イ
国
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
県
を
、
大
島
、
青
山
英
語
Ｚ
畏
永
瀬
隆
さ
ん
ら
が
訪
問
。
泰
緬
鉄
道
敷
設
で
犠
性
と
な
っ

た
人
た
ち
の
慰
霊
の
た
め
の
。
ク
ワ
イ
匍
球
・
和
寺
肺
は
、
今
年
で
糠
豆
士
周
年
を
迎
え
、
願
王
の
永
瀬
さ
ん
ら
一
行
は
。

こ
の
ほ
ど
十
周
年
記
念
法
要
と
、
三
缶
病
か
ら
継
騨
し
て
贈
っ
て
い
る
、
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
嵐
延
の
裴
し
い
子
女
で
将
来

看
護
婦
を
め
ぞ
Ｔ
人
た
ち
十
四
人
に
奨
学
螢
の
贈
呈
貳
を
行
っ
た
。

ン
巾
学
校
の
冷
狸
五
人
の
計
十

四
人
に
、
永
瀬
さ
ん
が
浄
財
を

積
み
立
て
た
″
ク
ワ
イ
茜
平
和

基
奔
か
ら
贈
っ
た
。
看
護
学

生
に
は
永
瀬
夫
妻
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
贈
呈
。
今
回
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
第
一
で
放
送
し
た
「
心

の
時
代
・
ク
ワ
イ
知
斌
応
等
縁

起
」
を
聞
い
て
共
鳴
し
た
大
阪

ＡＭＤＡ協力

看
護
学
生
ら
に
奨
学
金
贈
呈
式
の
あ
と
永
瀬
夫
妻

や
ソ
ン
チ
ャ
イ
自
治
副
大
臣
、
学
生
ら
と
記
念
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
ｉ
ｌ
’

市
在
住
の
元
教
師
、
巾
村
み
は

る
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
人
が

カ
ン
パ
を
寄
せ
、
代
表
し
て
中

村
さ
ん
に
、
贈
厚
仙
南
を
要

請
、
同
行
し
て
中
学
生
に
贈
っ

た
。

　
想
￥
彙
贈
呈
式
に
は
、
ソ
ン

チ
ャ
イ
白
悟
剔
大
臣
も
来
賓
と

し
て
出
席
『
私
た
ち
は
永
瀬
氏

の
し
て
い
る
こ
と
に
も
っ
と
注

意
を
は
ら
っ
て
み
る
必
套
″
あ

る
」
と
、
謝
意
を
述
べ
た
。

　
こ
の
あ
と
十
一
時
か
ら
、
映

画
「
楯
場
に
か
け
る
揖
」
で
有

名
な
、
ク
ワ
イ
河
鉄
橋
の
麓
に

建
立
さ
れ
た
″
ク
ワ
イ
晋
平
和

寺
院
’
に
移
り
、
日
本
か
ら
の

一
行
男
天
を
は
じ
め
、
奨
学

命
を
受
け
た
幸
生
、
‘
｛
腿
、
現

地
の
関
堡
１
約
刄
十
人
が
参

列
、
泰
緬
鉄
道
心
犠
牲
者
の
霊

を
慰
め
る
法
要
が
誉
ｔ
れ
た
。

　
元
岡
崎
部
隊
の
人
た
ち
や
有

志
は
、
ナ
ム
ト
ク
ま
で
鉄
道
で

行
き
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
、
ト
ラ
ッ

ク
と
乗
り
次
い
で
ビ
ル
マ
（
Ｆ
ャ

ン
マ
ー
）
と
の
狸
霊
く
の
ス

リ
ー
パ
コ
ダ
ま
で
足
を
の
ぱ
し

昔
を
し
の
ん
だ
。

タ
イ
の
僻
地
患
者

｀の
救
済
に

　
移
動
診
療
の
創
設
計
画

　
永
瀬
さ
ん
は
、
奨
学
八
一
｀
贈
呈

式
に
臨
ん
だ
ソ
ン
チ
ャ
イ
自
治

削
〈
臣
と
の
会
見
で
、
タ
イ
の

息
瑶
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
住

む
人
た
ち
の
衛
生
状
態
が
芳
し

く
な
い
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
無
医

村
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
移

動
参
席
臍
の
創
哩
ど
堺
し
合

い
、
協
力
の
用
意
の
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
永
瀬
さ
ん

は
帰
国
し
た
士
百
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
菅
波
茂
代
表
と
会
見
、
協

力
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

今
後
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に

背
ａ
代
表
を
ソ
ン
チ
ャ
イ
氏
に

紹
介
、
具
体
的
な
実
施
駐
圃
が

図
ら
れ
る
。
菅
疲
代
表
は
、
岡

山
大
思
量
廊
の
学
生
時
代
、

永
瀬
さ
ん
の
家
門
で
、
四
回
に

わ
た
っ
て
タ
イ
の
泰
緬
国
境
付

近
へ
、
ク
ワ
イ
河
医
ｔ
踏
査
隊

を
繰
り
唄
・
）
、
調
査
し
て
お
り
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
鼓
動
の
原
点
で
も
あ
っ

た
わ
け
で
、
現
地
慕
情
に
踏
通
、

今
回
の
永
瀬
さ
ん
の
要
請
に
乗

り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
曹
我
代
表
は
「
タ
イ
の
奥
地

に
は
貧
し
く
、
医
療
機
関
が
あ

る
と
こ
ろ
ま
で
の
套
堰
慕
情
も

悪
く
、
出
か
け
て
行
っ
て
患
者

を
み
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
の
が

銘
働
豪
療
所
で
、
忌
征
的
に
は

こ
れ
か
ら
タ
イ
の
国
の
人
だ
ち

と
相
騨
し
て
・
・
・
」
と
話
し
て
い

る
。

　
な
お
｀
晋
一
塁
生
で
奨
学
金

を
受
け
、
来
年
四
年
生
に
な
る

学
生
三
人
は
、
最
終
学
年
を
迎

え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
四
月
に
日

本
で
看
護
研
修
を
壮
『
菅
波

病
院
で
受
け
入
れ
が
決
定
。
そ

れ
に
備
え
て
日
水
路
を
学
ぶ
た

め
、
永
瀬
さ
ん
は
剪
誓
や
テ
ー

プ
を
贈
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
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